
いつでも
どこでも
見られるね。

見たい会議を選んで視聴できます。

傍聴しなければわからない議員の姿を映像で。
リアルな雰囲気が伝わります。

スマホで議会を見よう！

音更町議会 議会中継

12月10日、13日、14日、11名の議員
が理事者の考えをただしました。
その内容をお知らせします。

小
野
町
長
＝
厳
格
な
本
人

認
証
を
必
要
と
し
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
申
請
な
ど
の
各

種
申
請
等
は
、
北
海
道
電

子
自
治
体
共
同
シ
ス
テ
ム

の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
、
受
付
し
て
い
る
。

来
年
度
中
に
、
子
育
て
関

連
、
介
護
関
連
、
被
災
者

支
援
関
連
の
合
計
27
手
続

を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ぴ

っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
化
す
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
国
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル

化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
と

と
も
に
町
民
の
ニ
ー
ズ
や

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ

る
施
策
を
優
先
し
、
自
治

体
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
。

利
便
性
向
上
を
図
る
施
策

優
先
に
取
り
組
む

質
問
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
急

速
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

展
と
利
用
拡
大
が
進
む
一

方
、
行
政
分
野
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
や
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
遅
れ
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。
国
は
デ
ジ
タ

ル
庁
の
創
設
な
ど
デ
ジ
タ

ル
化
対
策
を
強
め
て
お
り
、

多
く
の
自
治
体
も
工
程
表

を
作
成
し
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
て
い
る
。
本
町

に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
各
種
取
組
を
具

体
化
し
、
町
民
・
行
政
・

企
業
す
べ
て
の
人
に
優
し

い
社
会
の
実
現
を
目
指
す

た
め
、
町
の
現
状
と
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
行
政
の
推
進
を

　
　
人
に
優
し
い
社
会
を
目
指
し

　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
波
雄 

議
員
（
公
正
ク
ラ
ブ
）

　

自
治
体
が
担
う
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
、
住
民

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
等
の

活
用
に
よ
り
効
率
化
を

図
り
、
人
的
資
源
を
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る

向
上
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ（
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

スマホでカンタンに手続き

「議会だより」について
ご意見をお寄せください
Tel 0155－４２－２１１１
Fax 0155－４２－３５７５
E-mail gikaisoumuka@town.otofuke.hokkaido.jp
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小
野
町
長
＝
デ
ジ
タ
ル
地

域
通
貨
が
運
用
さ
れ
、
多

く
の
町
民
や
事
業
者
が
利

用
す
れ
ば
、
お
と
ふ
け
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
等
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
町
民

の
社
会
貢
献
や
健
康
づ
く

り
の
向
上
な
ど
に
も
一
定

の
効
果
が
期
待
で
き
る
可

能
性
は
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル

地
域
通
貨
導
入
に
は
何
よ

り
も
利
用
で
き
る
店
舗
な

ど
参
加
事
業
者
を
よ
り
多

く
確
保
で
き
る
か
が
課
題

で
あ
り
、
商
工
会
の
協
力

が
不
可
欠
だ
が
、
こ
れ
ま

で
本
町
商
工
会
か
ら
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨
導
入
の
要

望
は
な
く
、
現
時
点
で
の

地
域
通
貨
の
導
入
は
困
難

で
あ
る
。

小
野
町
長
＝
町
内
に
お
け

る
甜
菜
の
総
生
産
量
は
、

２
２
万
９
８
１
６
・
４
ト

ン
の
見
込
み
。
甜
菜
は
、

輪
作
体
系
を
構
成
す
る
重

要
な
作
物
で
あ
る
。
今
後

の
作
付
面
積
配
分
の
動
向

を
注
視
し
、
農
協
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
必
要

導
入
に
課
題
あ
り

現
時
点
で
は
困
難

関
係
機
関
と
連
携
し

国
や
道
へ
の
働
き
か
け

質
問
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見

え
な
い
情
勢
の
中
で
、
日

本
の
み
な
ら
ず
諸
外
国
で

も
地
域
経
済
の
活
性
等
を

目
的
に
、
デ
ジ
タ
ル
地
域

質
問
＝
農
畜
産
物
需
要
が

落
ち
込
み
在
庫
増
、
価
格

の
下
落
と
低
迷
の
一
方
で

配
合
飼
料
や
肥
料
、
ガ
ソ

リ
ン
な
ど
生
産
資
材
の
値

上
げ
が
相
次
い
で
い
る
。

本
町
も
農
業
が
基
幹
産
業

の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の

柱
で
あ
る
甜
菜
と
酪
農
に

つ
い
て
伺
う
。

　

甜
菜
に
つ
い
て
令
和
３

年
度
の
甜
菜
生
産
見
込
み

と
輪
作
体
系
を
守
る
た
め

の
取
組
は
。

　

酪
農
に
つ
い
て
、
本
年

度
の
生
乳
生
産
の
見
込
み

と
生
産
抑
制
の
年
度
内
と

新
年
度
以
降
の
対
応
策
は
。

ま
た
、
飼
料
等
の
値
上
が

り
状
況
は
。

地元の新鮮野菜を求めて（おはよう青空市）

出荷前のビートの山

通
貨
の
導
入
が
進
ん
で
い

る
。
以
前
の
地
域
通
貨
と

異
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
決
済

が
普
及
し
た
現
在
に
お
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

は
導
入
コ
ス
ト
が
減
少
し
、

維
持
管
理
の
手
間
及
び
コ

ス
ト
も
圧
縮
さ
れ
た
。
音

更
町
独
自
の
デ
ジ
タ
ル
地

域
通
貨
を
導
入
し
活
用
で

き
れ
ば
、
社
会
貢
献
と
地

域
経
済
の
活
性
化
の
双
方

に
寄
与
で
き
る
と
考
え
る

が
、
導
入
の
是
非
を
伺
う
。

　

音
更
町
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

　
　
地
域
経
済
の
活
性
と
社
会
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
夏
樹 

議
員
（
令
和
の
会
） 　

国
産
優
先
の
働
き
か
け
を

　
　
甜
菜
・
酪
農
の
生
産
を
守
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
川
　
秀
正 

議
員

に
応
じ
国
や
道
な
ど
へ
の

働
き
か
け
を
行
う
。

　

令
和
３
年
度
の
生
乳
生

産
量
は
昨
年
度
の
年
間
実

績
５
万
３
４
６
ト
ン
を
超

え
る
見
込
み
。
国
内
の
配

合
飼
料
価
格
は
、
令
和
２

年
10
月
以
降
高
騰
が
続
き
、

生
産
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
今
後
も
継
続
し
て
牛

乳
の
消
費
拡
大
に
努
め
る
。
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小
野
町
長
＝
町
で
は
、
電

話
等
に
よ
る
身
体
や
心
の

健
康
に
関
す
る
相
談
を
随

時
受
け
付
け
て
い
る
が
、

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
相

談
や
サ
ポ
ー
ト
の
中
心
は

医
療
機
関
が
担
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
へ
の
相
談

は
な
い
。
現
在
、
直
接
的

な
サ
ポ
ー
ト
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

月
間
に
は
ウ
ィ
ッ
グ
や
温

泉
な
ど
で
利
用
す
る
入
浴

着
の
展
示
な
ど
の
パ
ネ
ル

展
を
実
施
。
治
療
を
続
け

る
が
ん
患
者
の
社
会
的
参

加
を
後
押
し
し
な
が
ら
、

安
心
し
て
治
療
に
専
念
で

き
る
よ
う
支
援
を
行
う
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
ウ
ィ

ッ
グ
の
購
入
助
成
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

福
地
教
育
長
＝
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
設
備
の
施
工
に
は
専

門
的
で
高
度
な
技
術
が
施

さ
れ
て
い
る
。
今
後
公
共

で
整
備
す
る
場
合
は
、
初

心
者
か
ら
エ
キ
ス
パ
ー
ト

ま
で
幅
広
く
利
用
で
き
る

ジ
ム
並
み
の
設
備
の
検
討

が
必
要
。
ま
た
、
運
営
に

安
心
し
て
治
療
に
専
念

支
援
の
検
討
す
す
め
る

整
備
は
現
状
難
し
い

今
後
注
視
し
て
い
く

質
問
＝
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
と

は
外
見
の
こ
と
を
意
味
す

る
。
が
ん
は
２
人
に
１
人

が
罹
患
す
る
病
気
と
言
わ

れ
他
人
か
ら
見
え
る
部
分

に
生
じ
る
変
化
は
男
女
問

質
問
＝
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は

４
ｍ
程
度
の
壁
で
行
う
の

で
マ
ッ
ト
が
敷
い
て
あ
れ

ば
安
全
ロ
ー
プ
は
不
要

で
、
専
用
の
シ
ュ
ー
ズ
と

動
き
や
す
い
服
装
で
あ
れ

ば
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め

る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ス
イ

ミ
ン
グ
等
と
同
様
に
日
常

生
活
で
の
運
動
と
し
て
取

り
込
み
や
す
い
側
面
も
あ

る
。
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア

ま
で
の
幅
広
い
層
が
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
に
親
し
む
こ
と

は
、
町
民
の
健
康
維
持
・

増
進
に
大
き
く
貢
献
す
る

も
の
と
考
え
、
町
内
の
公

共
体
育
施
設
等
に
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
整
備

と
振
興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

がん検診の大切さを伝える（乳がん予防パネル展）

子どもからシニアまで幅広い層が楽しめるボルダリング

わ
ず
患
者
に
と
っ
て
は
大

き
な
苦
痛
と
な
っ
て
い
る
。

一
番
の
悩
み
は
脱
毛
で
あ

り
、
道
外
で
は
ウ
ィ
ッ
グ

の
助
成
を
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
が
町
の
考
え
は
。

　

町
民
か
ら
の
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス
ケ
ア
、
メ
ン
タ
ル
に

関
す
る
相
談
と
サ
ポ
ー
ト

の
支
援
体
制
と
本
町
独
自

の
ウ
ィ
ッ
グ
助
成
の
考
え

は
。
ま
た
、
今
後
の
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
取
組
は
。

　

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
取
組

　
　
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
美
幸 

議
員
（
令
和
の
会
） 　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
振
興
策
を

　
　
誰
も
が
親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
新
村
　
裕
司 

議
員
（
公
正
ク
ラ
ブ
）

は
、
指
導
す
る
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
や
転
落
事
故
に

よ
る
け
が
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
の
補
助
員
の
配

置
も
必
要
に
な
り
、
町
内

の
体
育
施
設
な
ど
へ
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
現
状
に

お
い
て
難
し
い
。
今
後
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
競
技
人

口
の
推
移
な
ど
を
ス
ポ
ー

ツ
協
会
と
情
報
を
共
有

し
、
注
視
し
て
い
く
。

8令和4年（2022年）1月25日発行
おとふけ議会だより第205号



小
野
町
長
＝
令
和
２
年
度

の
３
歳
児
健
診
に
お
け
る

視
力
検
査
の
実
績
は
、
受

診
数
３
５
１
人
に
対
し
、

弱
視
診
断
数
は
４
人
。
弱

視
と
診
断
さ
れ
た
お
子
さ

ん
は
、
い
ず
れ
も
眼
科
医

に
よ
る
治
療
を
開
始
し
て

い
る
。
国
で
は
来
年
度
か

福
地
教
育
長
＝
令
和
元
年

度
か
ら
北
海
道
教
育
委
員

会
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
活
用
事
業
を
利
用
し
、

１
人
を
拠
点
校
で
あ
る
中

学
校
５
校
に
配
置
し
、
必

要
に
応
じ
て
小
学
校
に
も

派
遣
し
て
い
る
。
派
遣
ニ

ー
ズ
の
推
移
を
見
な
が
ら
、

異
常
の
早
期
発
見

視
力
の
健
全
発
育
に
有
効

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

支
援
を
継
続

質
問
＝
弱
視
は
子
ど
も
の

50
人
に
１
人
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
３
歳
児
健
診

に
行
う
視
力
検
査
は
、
小

さ
な
子
ど
も
で
は
上
手
に

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、

弱
視
が
見
逃
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
。
視
力
の
発
達
す

る
時
期
は
幼
児
期
に
限
ら

れ
て
お
り
、
適
切
な
時
期

に
異
常
を
発
見
し
治
療
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
本
町
の

弱
視
の
実
態
と
弱
視
の
危

険
因
子
と
な
る
斜
視
及
び

屈
折
異
常
を
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
す
る
た
め
の
専
用
検

査
機
器
「
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ

ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
」
の

導
入
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

質
問
＝
本
町
の
小
中
学
校

に
お
け
る
不
登
校
の
状
況

は
、
全
国
同
様
に
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
が
、
豊
か
に
生
き
る

力
を
身
に
つ
け
、
自
己
有

用
感
を
高
め
る
手
立
て
が

重
要
だ
。
本
町
に
お
け
る

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
状
況
と
町
独
自
に

配
置
す
る
考
え
は
。　
　

　

令
和
３
年
度
ス
タ
ー
ト

し
た
第
６
期
総
合
計
画
で

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
重
要
な
位

置
付
け
と
し
て
策
定
さ
れ

た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
町
民
に

広
く
共
有
さ
れ
、
意
識
的

に
取
り
組
め
る
体
制
整
備

が
必
要
。
進
捗
評
価
等
の

体
制
を
構
築
す
る
考
え
は
。

子育ての不安や心配事、相談してください（１歳６か月児健診）

一年分の思いを込めて演奏します

　

子
ど
も
の
弱
視
早
期
発
見
へ

　
　
屈
折
検
査
の
専
用
機
器
導
入
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
破
　
尚
美 

議
員
（
新
緑
会
） 　

不
登
校
の
子
ど
も
支
援
を

　
　
豊
か
に
生
き
る
力
を
育
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
神
長
　
基
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

ら
各
自
治
体
の
屈
折
検
査

機
器
の
購
入
に
対
す
る
補

助
制
度
の
創
設
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
町
と
し
て
も

屈
折
検
査
機
器
の
導
入
は
、

子
ど
も
の
目
の
異
常
を
早

期
に
発
見
し
、
視
力
の
健

全
な
発
育
を
図
る
た
め
に

有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
先
進
的
な
自
治
体

の
実
施
状
況
な
ど
も
参
考

に
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

北
海
道
教
育
委
員
会
に
よ

る
事
業
の
ほ
か
、
町
の
独

自
雇
用
を
含
め
検
討
し
、

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す

る
支
援
を
継
続
す
る
。

小
野
町
長
＝
総
合
計
画
に

掲
げ
る
各
施
策
や
目
標
指

標
は
毎
年
度
、
評
価
と
検

証
を
行
う
こ
と
か
ら
、
各

年
度
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

状
況
や
認
知
度
の
推
移
な

ど
の
整
理
を
行
う
。
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小
野
町
長
＝
各
種
審
議
会

委
員
は
、
産
業
、
福
祉
、

な
ど
の
各
分
野
や
関
係
す

る
団
体
、
地
域
や
年
代
な

ど
も
考
慮
し
、
各
種
審
議

会
の
目
的
に
応
じ
て
バ
ラ

ン
ス
良
く
選
出
す
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
る
と
と
も

に
、
公
募
委
員
や
女
性
委

小
野
町
長
＝
①
自
主
防
災

組
織
が
未
設
立
の
町
内
会

に
対
し
、
組
織
化
の
必
要

性
や
効
果
の
Ｐ
Ｒ
、
設
立

の
た
め
の
事
務
支
援
を
実

施
。
設
立
済
み
の
組
織
に

は
、
組
織
内
行
事
の
開
催

に
併
せ
、
職
員
や
外
部
講

師
に
よ
る
出
前
防
災
講
座

女
性
委
員
の
登
用
推
進

浸
透
す
る
よ
う
努
め
る

自
主
防
災
組
織
の
充
実

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成

質
問
＝
「
お
と
ふ
け
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
は
、

審
議
会
委
員
へ
の
女
性
参

画
拡
大
を
進
め
る
と
し
て

お
り
、
第
５
期
総
合
計
画

で
は
審
議
会
等
の
女
性
登

用
率
目
標
を
40
％
と
掲
げ

た
が
、
第
６
期
総
合
計
画

ス
タ
ー
ト
時
は
約
28
％
と

低
い
。
現
在
、
女
性
登
用

率
が
30
％
以
上
の
審
議

会
等
は
半
数
に
も
至
ら

ず
、
中
に
は
女
性
が
不
在

の
会
も
数
多
く
あ
る
。「
み

ん
な
が
住
み
よ
い
選
ば
れ

る
ま
ち
」
づ
く
り
に
は
政

策
方
針
決
定
の
場
へ
の
女

性
の
参
画
は
必
然
で
あ
り
、

女
性
登
用
推
進
の
た
め
の

町
の
取
組
を
伺
う
。

質
問
＝
第
６
期
総
合
計
画

で
は
、「
自
主
防
災
組
織

の
組
織
率
が
78
・
９
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た

め
、
出
前
防
災
講
座
や
広

報
活
動
な
ど
を
通
じ
て
防

災
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
他
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
組
織
率
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
町
と
し
て
自

主
防
災
組
織
へ
の
取
組
と

人
材
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

①
自
主
防
災
組
織
の
活
動

を
推
進
す
る
た
め
の
施
策

は
②
町
民
の
防
災
意
識
の

向
上
を
図
る
た
め
に
具
体

的
な
取
組
と
人
材
育
成
へ

の
町
の
対
策
は
。

住みよいまちづくりのため（総合計画推進委員会）

住民主体の自主防災会（防災出前講座）

　

審
議
会
等
へ
の
女
性
参
画
を

　
　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
和
子 

議
員
（
新
緑
会
） 　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
推
進

　
　
防
災
活
動･

人
材
育
成
の
取
組
を

　
　
　
　
　
　
　
　
小
澤
　
直
輝 

議
員
（
令
和
の
会
）

員
を
積
極
的
に
登
用
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
。

引
き
続
き
各
種
審
議
会
に

お
け
る
女
性
委
員
の
登
用

を
推
進
し
、
地
域
に
お
け

る
女
性
の
活
躍
を
町
が
先

導
す
る
と
と
も
に
、
性
別

に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担

意
識
の
解
消
な
ど
、
地
域

社
会
全
体
に
男
女
共
同
参

画
の
考
え
方
が
浸
透
す
る

よ
う
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

を
行
っ
て
い
る
②
地
域
防

災
の
要
で
あ
る
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
の
た
め
、
防

災
士
や
防
災
マ
ス
タ
ー
の

資
格
取
得
に
必
要
な
経
費

を
補
助
す
る
「
音
更
町
防

災
士
等
育
成
補
助
事
業
」

を
実
施
し
て
お
り
、
自
主

防
災
組
織
を
効
果
的
に
け

ん
引
す
る
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
向
け
た
取
組
を

継
続
す
る
。
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小
野
町
長
＝
①
令
和
２
年

賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査

に
よ
る
と
、
一
般
労
働
者

の
男
性
の
平
均
賃
金
水
準

を
１
０
０
と
し
た
場
合
の

女
性
の
水
準
は
74
・
３
。

賃
金
格
差
の
主
な
要
因
は
、

職
場
に
お
け
る
男
女
平
等

の
理
解
が
十
分
に
浸
透
し

小
野
町
長
＝
コ
ミ
バ
ス
は
、

２
台
の
バ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ

１
日
３
便
、
経
路
と
時
間

を
決
め
て
運
行
し
て
お
り
、

多
い
日
に
は
１
０
０
人
以

上
の
利
用
が
あ
る
。
利
用

さ
れ
る
全
て
の
方
が
希
望

す
る
時
間
と
場
所
に
車
両

２
台
で
移
送
す
る
こ
と
は

男
女
平
等

普
及
啓
発
を
継
続

コ
ミ
バ
ス
運
行

Ａ
Ｉ
導
入
は
困
難

質
問
＝
男
女
平
等
の
達
成

度
を
示
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
指
数
で
日
本
は

１
２
０
位
と
大
き
く
立
ち

遅
れ
て
お
り
、
法
律
や
制

度
上
で
は
男
女
平
等
と
な

っ
た
社
会
で
も
賃
金
の
格

差
な
ど
女
性
の
社
会
的
地

位
は
低
い
。
さ
ら
に
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
り
深
刻
な
事

態
に
追
い
込
ま
れ
た
。
性

別
に
か
か
わ
ら
ず
個
人
の

尊
厳
が
大
切
に
さ
れ
、
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実

現
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め

に
問
う
。
①
男
女
の
賃
金

格
差
の
実
態
と
解
消
策
は

②
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
へ
の
見
解
は
。

質
問
＝
本
町
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
（
以
下
コ
ミ
バ

ス
）
は
、
乗
降
時
間
や
乗

降
場
所
を
定
め
て
運
行
し

て
い
る
が
、
Ａ
Ｉ
（
人
口

知
能
）
の
配
車
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
、
希
望
す
る

時
間
と
場
所
を
指
定
で
き

る
コ
ミ
バ
ス
を
運
行
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

コ
ミ
バ
ス
利
用
者
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
配
車
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
農
村
地
区
予
約

制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
便
数

を
増
便
す
る
こ
と
や
、
新

道
の
駅
「
な
つ
ぞ
ら
の
ふ

る
里
」
へ
の
コ
ミ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
伺
う
。

すすめよう！！男女共同参画（音更町図書館にて）

町民の貴重な足として活躍するコミバス

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
へ

　
　
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会

　
　
　
　
　
　
　
石
垣 

加
奈
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
） 　

Ａ
Ｉ
配
車
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
　
予
約
に
よ
る
コ
ミ
バ
ス
運
行
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
川
　
光
雄 

議
員
（
新
緑
会
）

て
お
ら
ず
、
家
事
や
育
児

と
仕
事
の
両
立
を
図
る
た

め
の
制
度
が
機
能
し
に
く

く
、
男
女
間
の
平
均
勤
続

年
数
な
ど
に
差
が
生
じ
る

こ
と
だ
と
認
識
。
あ
ら
ゆ

る
立
場
の
人
が
男
女
平
等

に
関
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
の
普
及
啓
発
を
継
続

す
る
②
課
題
解
決
の
た
め

の
有
効
な
手
法
の
一
つ
と

認
識
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
と
し
て

も
困
難
で
あ
り
、
現
時
点

で
導
入
す
る
考
え
は
な
い
。

　

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
増
便
を
求
め
る
要
望
は

な
い
。
ま
た
、
新
道
の
駅

へ
の
運
行
は
コ
ミ
バ
ス
の

増
便
や
運
行
時
刻
の
抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ

り
難
し
い
が
、
道
の
駅
事

業
者
や
バ
ス
事
業
者
と
協

議
を
重
ね
方
策
を
探
る
。
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